
川内原子力発電所再稼働差止仮処分に係る当社の主張の概要について 

 

当社は、川内原子力発電所の基準地震動が過小評価であるとの債権者らの主張に対

し、詳細な地質調査・豊富な地震観測データ等を踏まえて、十分に安全側の評価を行

っているとの主張を行った。 

 

１ 申立書における債権者らの主な主張 

（１）川内原子力発電所以外の原子力発電所において、基準地震動を超える地震動が

観測された事実から基準地震動の評価が妥当でないとするもの 

（２）基準地震動の評価にあたって既往地震の平均像を用いることが不当であること 

 

２ 答弁書の構成 

１ 総論  ２ 債務者及び本件原子力発電所  ３ 原子力発電の必要性 

４ 本件原子力発電所の概要    ５ 本件原子力発電所の安全性 

６ 債権者らの主張に対する反論  ７ 結論 

 

３ 答弁書における主な主張 

（１）合理的に実施可能な限りの調査を尽くし、多くの地震観測データに基づいて、

地域特性を高い精度で把握した上で、安全側の地震動評価を行い、十分な余裕

を持った耐震設計を行っていること 

（２）基準地震動を超える地震動の原因となった４つの地震が発生した地域とは地域

的特性が異なること 

 

 

 

 

 

 

（３）平均像に拠らず、豊富なデータに基づいて地域特性を反映していること 
以 上 

別 紙 

2005年 宮城県沖
2011年 東北太平洋沖

2007年 能登半島
2007年 新潟県中越沖

川内原子力発電所
周辺で起こる地震

規模が大きい
プレート間地震

プレート境界から
十分離れており
影響が小さい

揺れが大きい
逆断層型地震

揺れが小さい
横ずれ断層型・
正断層型地震

〔４つの地震〕


